
2026年8⽉6⽇

 CFOの松本です。本⽇はお忙しい中、当社の決算説明会にご参加いただき、
誠にありがとうございます。



1. 2027年3⽉期 第1四半期決算報告

2. 2027年3⽉期 通期⾒通し

 本⽇は、2027年３⽉期 第１四半期のご報告ならびに通期の⾒通しについ
てご説明申し上げます。



2027年3⽉期 Q1：ポイント

Q1実績
(前年⽐)

•売上収益 ： 1,641億円（前年⽐ +60億円）

•営業利益 ： ▲9億円（前年⽐ +2億円）

•当期利益* ： 12億円（前年⽐ ▲82億円）

•売上収益は、為替効果や映像事業以外の事業セグメントでの販売増加により、
前年⽐増収

•営業利益は、販売増に伴う増益や⽶国関税還付（40億円）があった⼀⽅、
映像事業での販売数量減およびメモリー価格の⾼騰影響と
精機事業での棚卸資産評価損（41億円）計上により、前年並み

•当期利益は、⾦融損益および持分法投資利益の計上により⿊字となる⼀⽅、
前年に計上したNikon Metrology NV社の解散および清算決議に伴う減税効果（93億円）
の剥落により、前年⽐減益

注: 本資料で使⽤している数値は、億円未満は切り捨て
* 親会社の所有者に帰属する四半期利益

 最初に第１四半期の実績についてご説明します。
 売上収益は1,641億円、営業利益は９億円の⾚字、当期利益は12億円の⿊

字となりました。
 まず、売上収益ですが、為替効果に加え、映像事業以外の事業セグメント

で販売が増加し、前年⽐60億円の増収となりました。
 営業利益は、販売増に伴う増益や40億円の⽶国関税還付があったものの、

映像事業での販売数量減少およびメモリー価格⾼騰の影響や、精機事業で
41億円の棚卸資産評価損を計上したことにより、前年並みの営業⾚字に
とどまりました。

 ⼀⽅、当期利益は、⾦融損益および持分法投資利益の計上により⿊字とな
りました。前年⽐では82億円の減益となりましたが、これは前年に発⽣
した連結⼦会社Nikon Metrology NV社の解散および清算を決議したこと
に伴う93億円の減税効果剥落によるものです。



* 親会社の所有者に帰属する四半期利益

2027年3⽉期 Q1：財務ハイライト

前年⽐27年3⽉期
Q1実績

26年3⽉期
Q1実績単位：億円 増減率増減額

+3.8%+601,6411,581売上収益

-+2▲9▲11営業利益
+0.2P▲0.6 %▲0.8%営業利益率

+88.8%+8157税引前利益
+0.4P0.9%0.5%税引前利益率

▲86.4%▲821294当期利益*

▲5.2P0.8%6.0%当期利益率

-+13845▲93FCF

売上収益への影響
160円
185円

145円
164円

為替：USドル
ユーロ

+123
営業利益への影響

+7

 スライド４の⻩⾊い枠の中には、第１四半期の連結ベースの主要計数を、
その右側には前年⽐を⼀覧でお⽰ししています。

 フリーキャッシュフローですが、営業キャッシュフローの増加により、
45億円の⿊字となり、前年⽐では138億円の改善となりました。



2027年3⽉期 Q1：セグメント別業績
前年⽐27年3⽉期

Q1実績
26年3⽉期

Q1実績 増減率増減額単位：億円
▲8.8%▲71729800売上収益

映像事業 ▲27.5%▲3081111営業利益
▲2.9P11.1%14.0%営業利益率

+13.2%+44382338売上収益
精機事業 -▲44▲2618営業利益

▲12.5P▲6.9%5.6%営業利益率
+19.9%+46277231売上収益

ヘルスケア事業 -+2810▲18営業利益
+11.7P3.8%▲7.9%営業利益率

+18.3%+28179151売上収益
インダストリー事業 +80.7%+143016営業利益

+5.8P16.8%11.0%営業利益率
+23.9%+136350売上収益デジタル

マニュファクチャリング事業 -+20▲21▲41営業利益
+47.4P▲34.8%▲82.2%営業利益率

+11.1%+198売上収益その他（含、全社費⽤等） -+15▲83▲98営業利益
+3.8%+601,6411,581売上収益

連結 -+2▲9 ▲11営業利益
+0.2P▲0.6%▲0.8%営業利益率

注: 26年3⽉期実績はセグメント変更による組み換え後の数値

 スライド５は、セグメント別実績です。
 ⻩⾊い枠のなか、各セグメントの上段が売上収益、下段が営業利益です。
 営業利益については、前年⽐では、映像、精機事業で減益となった⼀⽅、

ヘルスケア、インダストリー事業で増益、デジタルマニュファクチャリン
グ事業で⾚字縮⼩となりました。



2027年3⽉期 Q1：映像事業

前年⽐27年3⽉期
Q1実績

26年3⽉期
Q1実績単位：億円

▲71729800売上収益

▲3081111営業利益
▲2.9P11.1%14.0%営業利益率

▲6万台21万台27万台レンズ交換式
デジタルカメラ

▲6万本31万本37万本交換レンズ

Q1前年⽐：
•売上収益は、為替効果があったものの、主に中国における需要減によりレンズ交換式デジタルカメラと

交換レンズの販売が減少し減収
•営業利益は、為替効果に加え⽶国関税還付があったものの、販売減およびメモリー価格の⾼騰により減益
注: 26年3⽉期実績はセグメント変更による組み換え後の数値

 それでは、事業セグメントごとの第１四半期実績をご説明します。
 まず映像事業ですが、売上収益は729億円、営業利益は81億円となりまし

た。
 レンズ交換式デジタルカメラの販売数量は前年⽐6万台減の21万台、交換

レンズは前年⽐６万本減の31万本となりました。これは主に中国での需
要減少によるものです。

 売上収益は、為替効果があったものの、販売数量の減少影響が⼤きく、
71億円の減収となりました。

 営業利益は、⽶国関税還付や為替効果があったものの、販売減やメモリー
価格⾼騰の影響により、30億円の減益となりました。



2027年3⽉期 Q1：精機事業

前年⽐27年3⽉期
Q1実績

26年3⽉期
Q1実績単位：億円

+44382338売上収益

▲44▲2618営業利益
▲12.5P▲6.9%5.6%営業利益率

▲2台5台7台FPD露光装置

+2/+1台4/1台2/0台半導体露光装置
新品／中古

Q1前年⽐：
•売上収益は、FPD露光装置の販売台数減もArFドライ露光装置の台数増などが寄与し増収
•営業利益は、増収による増益があった⼀⽅、棚卸資産評価損（41億円）の計上により減益

 スライド７は、精機事業です。
 売上収益は382億円と44億円増収となりました。
 FPD露光装置の販売台数は⼀部装置の据付完了が第２四半期に繰延になっ

たこともあり、前年⽐２台減の５台となりました。
 ⼀⽅、半導体露光装置は、ArFドライ装置など前年⽐３台増の５台となり

ました。
 営業利益は、顧客からの受注タイミングのずれに起因する装置の⻑期停滞

評価減を中⼼に棚卸資産評価損を41億円計上したこともあり、44億円減
益の26億円の⾚字となりました。



2027年3⽉期 Q1：ヘルスケア事業

前年⽐27年3⽉期
Q1実績

26年3⽉期
Q1実績単位：億円

+46277231売上収益

+2810▲18営業利益
+11.7P3.8%▲7.9%営業利益率

Q1前年⽐：
•売上収益は、為替効果に加え、ライフサイエンスで前年⼤きく落ち込んだ⽶国アカデミア市場が徐々に

回復、アイケアは⽶国市場での販売が好調に推移し増収
•営業利益は、増収効果に加え、⽶国関税還付やアイケア⼀時費⽤*の減少により増益
*  アイケア⼀時費⽤：5億円（26年3⽉期Q1実績）、1億円（27年3⽉期Q1実績）

 スライド８は、ヘルスケア事業です。
 ⽣物顕微鏡をはじめとするライフサイエンスでは、前年⼤きく落ち込んだ

⽶国アカデミア市場が徐々に回復し、販売増につながりました。また網膜
画像診断機器をはじめとするアイケアでは、⽶国市場での販売が好調に推
移しました。この結果、事業全体の売上収益は、為替効果も加わり、
46億円増収の277億円となりました。

 営業利益は、増収効果に加え、⽶国関税還付やアイケアでの⼀時費⽤減少
により、28億円増益の10億円となりました。



2027年3⽉期 Q1：インダストリー事業

前年⽐27年3⽉期
Q1実績

26年3⽉期
Q1実績単位：億円

+28179151売上収益

+143016営業利益
+5.8P16.8%11.0%営業利益率

Q1前年⽐：
•光学コンポーネントや電⼦部品・半導体向け画像測定システム等の販売増加や販売前倒しにより

増収増益
注: 26年3⽉期実績はセグメント変更による組み換え後の数値

 スライド９は、インダストリー事業です。
 売上収益は、光学コンポーネントや電⼦部品・半導体向け画像測定システ

ムなどの販売増や前倒しにより、28億円増収の179億円となりました。営
業利益も14億円増益の30億円となりました。



2027年3⽉期 Q1：デジタルマニュファクチャリング事業

前年⽐27年3⽉期
Q1実績

26年3⽉期
Q1実績単位：億円

+136350売上収益

+20▲21▲41営業利益
+47.4P▲34.8%▲82.2%営業利益率

Q1前年⽐：
•売上収益は、SLM社の⼤型⾦属3Dプリンターの販売が好調に推移したことに加え、為替効果もあり増収
•営業利益は、増収効果に加え、無形資産の償却費減少 (9億円) や構造改⾰効果の発現により⾚字縮⼩

 スライド10は、デジタルマニュファクチャリング事業です。
 SLM社の⼤型⾦属3Dプリンター、NXGシリーズの販売は好調に推移しま

した。⼀部装置の売上計上が第２四半期に繰延になったものの、第1四半
期の売上収益は13億円増収の63億円となりました。

 営業利益は、増収効果に加え、無形資産の償却費負担が９億円減少したこ
とや、構造改⾰による費⽤削減効果もあり、20億円の⾚字幅縮⼩となり
ました。



1. 2027年3⽉期 第1四半期決算報告

2. 2027年3⽉期 通期⾒通し

 次に、今後の業績⾒通しについてご説明します。



2027年3⽉期 上期および通期⾒通し：ポイント

2027年3⽉期
上期⾒通し

•売上収益 ： 3,360億円 （前回予想から70億円下⽅修正）
•営業利益 ： ▲55億円 （前回予想から15億円上⽅修正）
•当期利益* ： ▲25億円 （前回予想から5億円上⽅修正）
- 映像事業：Q1での⽶国関税還付を反映する⼀⽅、上期の販売計画引き下げにより、

売上収益130億円、営業利益30億円下⽅修正
- ヘルスケア事業：Q1での⽶国関税還付および実績を踏まえ、売上収益10億円、営業利益20億円

上⽅修正
- インダストリー事業：Q1での実績を踏まえ、売上収益50億円、営業利益25億円上⽅修正

* 親会社の所有者に帰属する四半期利益

2027年3⽉期
通期⾒通し

•売上収益 ： 7,320億円 （前回予想から80億円下⽅修正）
•営業利益 ： 110億円 （前回予想から10億円上⽅修正）
•当期利益* ： 100億円 （前回予想据え置き）
- 上期修正分を通期⾒通しに反映。ただしインダストリー事業については⼀部販売の下期からの

前倒しを反映し、下期の売上収益10億円、営業利益5億円下⽅修正
•為替レート： USドル 156円、ユーロ 181円

（Q2以降は、USドルは155円、ユーロは180円で前回予想から変更なし）

 第１四半期の結果を受け、上期の売上収益は70億円下⽅修正する⼀⽅、
営業利益は15億円、当期利益は5億円それぞれ上⽅修正します。

 映像事業では、第１四半期の⽶国関税還付を反映する⼀⽅、上期の販売計
画を引き下げ、売上収益130億円、営業利益30億円をそれぞれ下⽅修正し
ます。

 ヘルスケア事業では、第１四半期の実績を踏まえ、売上収益10億円、営
業利益20億円をそれぞれ上⽅修正します。

 インダストリー事業では、第１四半期の実績を踏まえ、売上収益50億円、
営業利益25億円をそれぞれ上⽅修正します。

 次に、通期の⾒通しですが、主に上期の修正分を反映し、売上収益7,320
億円、営業利益110億円、当期利益100億円とします。売上収益は80億円
下⽅修正しますが、営業利益は10億円上⽅修正します。当期利益は前回
予想を据え置きます。

 下期については、インダストリー事業の⼀部販売の下期からの前倒しによ
る修正を除き、前回予想を据え置きます。

 なお、第２四半期以降の為替レートは、ドル155円 、ユーロ180円と前回
予想からの変更はありません。



2027年3⽉期 通期⾒通し：財務ハイライト

* 親会社の所有者に帰属する当期利益

前回予想⽐前年⽐今回予想前回予想26年3⽉期
（8/6）（5/8）実績単位：億円

▲80+5497,3207,4006,771売上収益
+10+1,234110100▲1,124営業利益

+0.1P+18.1P1.5%1.4%▲16.6%営業利益率

+5+1,210145140▲1,065税引前利益
+0.1P+17.7P2.0%1.9%▲15.7%税引前利益率

-+960100100▲860当期利益*

-+14.1P1.4%1.4%▲12.7%当期利益率

-+15.8P1.7%1.7%▲14.1%ROE

-+291.93円30.36円30.36円▲261.57円EPS

-▲20円20円20円40円年間配当
売上収益への予想影響156円155円151円為替：USドル +39+169
営業利益への予想影響181円180円175円ユーロ +5+15

注: 予想EPSの前提となる発⾏済株式数：前回予想：約329.4百万株、今回予想：約329.4百万株

 スライド13をご覧ください。
 通期の業績予想の主要計数を⼀覧でお⽰ししています。



2027年3⽉期 通期⾒通し：財務ハイライト（前回予想との差異）

注: 予想EPSの前提となる発⾏済株式数：前回予想：約329.4百万株、今回予想：約329.4百万株
* 親会社の所有者に帰属する当期利益

前回予想⽐今回予想(8/6)前回予想（5/8）
単位：億円 通期下期上期通期下期上期通期下期上期

▲80▲10▲707,3203,9603,3607,4003,9703,430売上収益

+10▲5+15110165▲55100170▲70営業利益
+0.1P▲0.1P+0.4P1.5%4.2%▲1.6%1.4%4.3%▲2.0%営業利益率

+5▲5+10145185▲40140190▲50税引前利益
+0.1P▲0.1P+0.3P2.0%4.7%▲1.2%1.9%4.8%▲1.5%税引前利益率

-▲5+5100125▲25100130▲30当期利益*

-▲0.1P+0.2P1.4%3.2%▲0.7%1.4%3.3%▲0.9%当期利益率

-1.7%1.7%ROE

-30.36円30.36円EPS

-20円20円年間配当

+1円±0円+2円156円155円157円155円155円155円為替：USドル

+1円±0円+3円181円180円183円180円180円180円ユーロ

 スライド14は、通期の業績予想を、前回予想との⽐較で、上期と下期に
分けて、⼀覧表でお⽰ししたものです。



2027年3⽉期 通期⾒通し：セグメント別⾒通し
前回予想⽐前年⽐今回予想（8/6)前回予想（5/8）26年3⽉期実績単位：億円

▲130▲12,9003,0302,901売上収益
映像事業 ▲30▲42130160172営業利益

▲0.8P▲1.4P4.5%5.3%5.9%営業利益率
-+2081,8801,8801,672売上収益

精機事業 -+165120120▲45営業利益
-+9.1P6.4%6.4%▲2.7%営業利益率

+10+1611,2801,2701,119売上収益
ヘルスケア事業 +20+658060 15営業利益

+1.6P+4.9P6.3%4.7%1.4%営業利益率
+40+119880840761売上収益

インダストリー事業 +20+5014012090営業利益
+1.6P+4.1P15.9%14.3%11.8%営業利益率
-+60340340280売上収益デジタル

マニュファクチャリング
事業

-+1,022▲40▲40▲1,062営業利益
-+366.6P▲11.8%▲11.8%▲378.4%営業利益率

-+4404036売上収益その他
（含、全社費⽤等） -▲27▲320▲320▲293営業利益

▲80+5497,3207,4006,771売上収益
連結 +10+1,234110100▲1,124営業利益

+0.1P+18.1P1.5%1.4%▲16.6%営業利益率

注: 26年3⽉期実績はセグメント変更による組み換え後の数値

 スライド15にお進みください。
 セグメント別の通期⾒通しの⼀覧を前年⽐、前回予想⽐とともにお⽰しし

ています。



2027年3⽉期 通期⾒通し：セグメント別⾒通し（前回予想との差異）
前回予想⽐今回予想（8/6）前回予想（5/8）

単位：億円 通期下期上期通期下期上期通期下期上期
▲130-▲1302,9001,6001,3003,0301,6001,430売上収益映像事業 ▲30-▲3013085451608575営業利益

---1,8809908901,880990890売上収益精機事業 ---12095251209525営業利益
+10-+101,2806905901,270690580売上収益ヘルスケア事業 +20-+2080602060600営業利益
+40▲10+50880490390840500340売上収益インダストリー事業 +20▲5+2514090501209525営業利益

---340170170340170170売上収益デジタル
マニュファクチャリング事業 ---▲40▲15▲25▲40▲15▲25営業利益

---402020402020売上収益その他 ---2030▲102030▲10営業利益
---▲340▲180▲160▲340▲180▲160営業利益

全社費⽤等 ---▲155▲80▲75▲155▲80▲75内、成⻑投資関連費⽤

---▲170▲85▲85▲170▲85▲85内、本社管理部⾨費⽤

---▲15▲150▲15▲150内、セグメント間消去

▲80▲10▲707,3203,9603,3607,4003,9703,430売上収益連結 +10▲5+15110165▲55100170▲70営業利益

 スライド16の⻩⾊の枠の中には、セグメント別の上期・下期予想をお⽰
ししています。
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売上収益 営業利益

レンズ交換式デジタルカメラ（万台）
670700704市場規模
859091ニコン

交換レンズ（万本）
1,0001,0001,067市場規模

125130 130ニコン

2027年3⽉期 通期⾒通し：映像事業

4,000億円
•前回予想⽐：売上収益 ▲130億円、営業利益 ▲30億円
•前年⽐：売上収益 ▲1億円、営業利益 ▲42億円

【前年⽐】
- 売上収益は、販売数量減を⾒込むものの、主に為替効果により

ほぼ前年並み
- 営業利益は、為替効果に加え前年に計上した⼀時費⽤の剥落や⽶国

関税還付がある⼀⽅、販売数量減およびメモリー価格の⾼騰により、
減益を⾒込む

【前回予想⽐】
- レンズ交換式デジタルカメラ市場は中⻑期的には堅調に推移すると

⾒込むも、⾜元では主に中国で需要が減退していることを踏まえ、
レンズ交換式デジタルカメラの市場規模⾒通しを30万台引き下げ
- 売上収益は、Q1実績および市場⾒通しの変更を踏まえ、上期の販売

計画を引き下げたことで130億円下⽅修正
- 営業利益は、⽶国関税還付があったものの、販売計画の引き下げに

より30億円下⽅修正

注: 26年3⽉期実績はセグメント変更による組み換え後の数値

 続いて、各セグメント別に通期予想をご説明します。
 まず、映像事業です。
 レンズ交換式デジタルカメラ市場は中⻑期的には堅調に推移すると⾒込ん

でいます。⼀⽅で、⾜元では、景気低迷の影響を受け、主に中国市場で需
要が減退しております。これを踏まえ、レンズ交換式デジタルカメラの市
場規模を前回予想⽐30万台減の670万台に⾒直します。

 当社の販売数量も、カメラ本体が前回予想⽐５万台減の85万台、レンズ
が５万本減の125万本にそれぞれ⾒直します。

 第１四半期の実績および販売計画⾒直しを踏まえ、売上収益の⾒通しは、
2,900億円と、前回予想から130億円引き下げます。

 営業利益は、⽶国関税還付があったものの、販売計画⾒直しの影響により、
前回予想から30億円引き下げます。

 前年⽐では、売上収益は、販売数量減少の影響を為替効果で補い、ほぼ前
年並みとなります。営業利益は、為替効果に加え、前年に計上した⼀時費
⽤32億円の剥落や⽶国関税還付がある⼀⽅、販売数量減少およびメモ
リー価格⾼騰の影響により、減益を⾒込みます。



2027年3⽉期 通期⾒通し：精機事業

売上収益 営業利益

FPD露光装置販売台数（台）

5050 67市場規模
(CY25/26)

272732ニコン
半導体露光装置販売台数（新品／中古、台）

580580570 市場規模
(CY25/26)

23/623/622/5ニコン

•前回予想据え置き
•前年⽐：売上収益 +208億円、営業利益 +165億円

【前年⽐】
- 売上収益は、FPD露光装置販売台数減を半導体ArFドライおよび

液浸露光装置販売台数増加により打ち返し、増収を⾒込む
- 営業利益は、前年の⼀時費⽤剥落に加え、ArFドライおよび

液浸露光装置の販売増加により、増益を⾒込む
- 新製品のArFドライ露光装置「NSR-S333F」は、初号機をQ1で売上

計上済み

【前回予想⽐】
- 計画通りのため、据え置き
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2,500億円

 スライド18は、精機事業の⾒通しです。
 前回予想からの変更はありません。なお、第１四半期で計上した棚卸評価

損の⼤半は下期での受注獲得により振り戻される⾒込みです。
 前年⽐では、FPD露光装置の台数減をArF露光装置の台数増で打ち返し、

増収の⾒込みです。
 営業利益は、前年の⼀時費⽤の剥落に加え、ArF露光装置の販売増が寄与

し、増益となる⾒込みです。
 新製品のArFドライ露光装置「NSR-S333F」ですが、この第１四半期に初

号機の据付を完了し、売上計上となりました。
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2027年3⽉期 通期⾒通し：ヘルスケア事業
•前回予想⽐：売上収益 ＋10億円、営業利益＋20億円
•前年⽐：売上収益 ＋161億円、営業利益 ＋65億円

【前年⽐】
- ライフサイエンスは、⽶国でのアカデミア向け販売の回復に加え、

アジア・中国での販売増加も⾒込み、増収
- アイケアは、欧⽶市場を中⼼に堅調に推移し、前年並みを⾒込む
- 細胞受託⽣産は、既存プロジェクトの拡⼤を⾒込み、増収
- 営業利益は、主に増収に伴う増益に加え、アイケア⼀時費⽤*の減少や

⽶国関税還付により増益を⾒込む

【前回予想⽐】
- 売上収益は、Q1実績を踏まえ、10億円上⽅修正
- 営業利益は、Q1の販売上振れに加え、⽶国関税還付や経費抑制により

20億円上⽅修正

売上収益 営業利益
1,400億円

*  アイケア⼀時費⽤：29億円（26年3⽉期実績）、約10億円（27年3⽉期⾒込）。⼀時費⽤の主な詳細は決算短信13ページ（偶発負債）参照

 続いてスライド19をご覧ください。ヘルスケア事業についてご説明しま
す。

 前回予想⽐では、第１四半期の実績を踏まえ、売上収益を10億円、営業
利益を20億円それぞれ上⽅修正します。

 前年⽐では、ライフサイエンスは、⽶国でのアカデミア向けの販売回復に
加え、アジア・中国での販売増加を⾒込むため、増収となる⾒込みです。

 アイケアは、欧⽶市場を中⼼に堅調に推移し、前年並みを⾒込みます。
 細胞受託⽣産は、既存プロジェクトの拡⼤により増収を⾒込みます。
 営業利益は、増収効果に加え、アイケア関連での⼀時費⽤減少や⽶国関税

還付により増益の⾒通しです。



2027年3⽉期 通期⾒通し：インダストリー事業
•前回予想⽐：売上収益＋40億円、営業利益＋20億円
•前年⽐：売上収益 +119億円、営業利益 +50億円

【前年⽐】
- 売上収益は、EUV関連コンポーネントやその他カスタム品の販売増加に

より、増収を⾒込む
- 光学部品・光学コンポーネント、画像測定システムやX線CT検査装置等

の検査・測定機器分野は販売活動を強化し、堅調な推移を⾒込む
- FPDフォトマスク基板は前年からの反動減を⾒込む
- 営業利益は、販売活動強化や新製品発売に伴い費⽤等が増加するも、

増収に伴う増益や前年に発⽣した⼀時費⽤の剥落により、増益を⾒込む

【前回予想⽐】
- Q1実績を踏まえ、売上収益40億円、営業利益20億円上⽅修正

売上収益 営業利益

注: 26年3⽉期実績はセグメント変更による組み換え後の数値
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 スライド20はインダストリー事業です。
 前回予想⽐では、第1四半期の実績を踏まえ、売上収益を40億円、営業利

益を20億円それぞれ上⽅修正します。
 前年⽐では、EUV関連コンポーネントやその他カスタム品の販売増により

増収を⾒込みます。
 光学部品・光学コンポーネントやX線CT検査装置などの検査・測定機器分

野も販売活動を強化し、堅調な推移を⾒込みます。
 FPDフォトマスク基板は好調だった前年からの反動減を⾒込みます。
 営業利益は、販売活動強化や新製品発売に伴う費⽤が増加しますが、増収

効果や前年に発⽣した⼀時費⽤の剥落により、増益の⾒通しです。
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2027年3⽉期 通期⾒通し：デジタルマニュファクチャリング事業
•前回予想据え置き
•前年⽐：売上収益 +60億円、営業利益 +1,022億円

【前年⽐】
- ⾦属3Dプリンター市場は、防衛・宇宙領域を中⼼に引き続き

⼤型⾦属3Dプリンターの需要が拡⼤する⾒通し
- 売上収益は、防衛・宇宙領域を中⼼にSLM社の⼤型⾦属3Dプリンターの

更なる販売拡⼤により増収を⾒込む
- 営業利益は、増収に伴う増益や前年の⼀時費⽤の剥落（913億円）に

加え、無形資産の償却費減少（26億円）、構造改⾰効果の発現により
⼤幅な⾚字縮⼩を⾒込む
- SLM社は27年3⽉期の⿊字化、事業全体では28年3⽉期の⿊字化を⽬指す

【前回予想⽐】
- 計画通りのため、据え置き

売上収益 営業利益

400億円

▲1,200

注: SLM社買収に伴う無形資産償却費：31億円（ 26年3⽉期実績）、5億円（ 27年3⽉期⾒込）

 スライド21は、デジタルマニュファクチャリング事業です。
 前回予想からの変更はありません。
 前年⽐では、⼤型⾦属3Dプリンターの需要は防衛・宇宙領域を中⼼に引

き続き拡⼤する⾒込みです。
 売上収益は、防衛・宇宙領域を中⼼にSLM社の⼤型⾦属3Dプリンターの

更なる販売拡⼤により増収を⾒込みます。
 営業利益は、増収効果や前年の⼀時費⽤913億円の剥落に加え、無形資産

償却費が26億円減少することや、構造改⾰効果により、⼤幅な⾚字幅縮
⼩の⾒通しです。

 SLM社単体での今期⿊字化、事業全体では28年３⽉期⿊字化の計画も変
更ありません。



クロージング

ご説明は以上ですが、この第１四半期を総括しますと

 全社の売上収益は映像事業の減収を、映像以外の事業の増収で打ち返しま
した。また精機事業で棚卸資産評価損を計上しましたが、⽶国関税還付も
あって、営業⾚字はほぼ前年並みとなっています。

 第１四半期の実績を踏まえ、主に上期の業績を⾒直し、通期の業績⾒通し
を修正します。

 通期営業利益は110億円と10億円の上⽅修正となります。
 事業によってばらつきは⾒られますが、下期の⾒通しについては、５⽉の

前回予想を今回はほとんど変更しておりません。⽶国関税や中東情勢によ
る影響、⼀部事業では、下期の事業環境や顧客動向にまだ不透明な点もあ
り、引き続き全社では費⽤抑制に努めつつ、製品需要や市場動向の把握、
重要顧客からの受注獲得・拡⼤に努めてまいります。

 株主・投資家の皆さまの引き続きのご⽀援のほどよろしくお願い申し上げ
ます。

 ご清聴ありがとうございました。



参考資料



ニコンの事業セグメントと主な製品

⼤型検査⽤CT装置
「VOXLS 40 C 450」

光学コンポーネント FPDフォトマスク基板

光加⼯機「Lasermeister LM300A」

デジタルシネマカメラ「ZR」 ミラーレスカメラ「Zf シルバー」 「V-RAPTOR [XE] Z Mount」

細胞受託⽣産

「NIKKOR Z 70-200mm f/2.8 VR S II」

アライメント
ステーション

「Litho Booster 1000」

SS-OCT付き
超広⾓⾛査型レーザー検眼鏡

「Silverstone」

FPD露光装置
「FX-88SL」

⾦属3Dプリンター「NXG 600E」

多回転バッテリレス
アブソリュートエンコーダ

「MAR-M700MFA」

材料加⼯受託3Dスキャナー「Lasermeister SB100」

画像測定システム
「NEXIV VMF-K

シリーズ」

ArF液浸スキャナー
「NSR-S636E」

共焦点レーザー顕微鏡システム
「AX/AX R」

デジタル露光装置
「DSP-100」

レーザーレーダ
「APDIS MV5X」

製品例主な事業、製品事業セグメント

レンズ交換式デジタルカメラ
交換レンズ
デジタルシネマカメラ

映像事業

FPD露光装置
半導体露光装置
デジタル露光装置
アライメントステーション

精機事業

⽣物顕微鏡
（ライフサイエンス）
網膜画像診断機器
（アイケア）
細胞受託⽣産

ヘルスケア事業

EUV関連コンポーネント
光学部品、光学コンポーネント
エンコーダ、測定・検査システム
FPDフォトマスク基板

インダストリー
事業

⾦属3Dプリンター
光加⼯機
3Dスキャナー
材料加⼯受託

デジタル
マニュファク
チャリング事業



26年3⽉期

単位：億円 内容通期Q4Q3Q2Q1

MRMC社株式譲渡関連費⽤▲32▲32▲32---映像事業

Q2：事業譲渡益+29および構造改⾰（サービス
拠点最適化）▲8

Q4：固定資産減損損失▲57、棚卸資産評価損▲55
▲92▲113-+21-精機事業

Q1-Q4:アイケア調査費⽤など▲14
Q3:アイケア引当⾦▲14▲29▲1▲18▲4▲5ヘルスケア事業

Avonix社*固定資産減損損失▲14、
構造改⾰費⽤▲6▲20▲20---インダストリー事業

Q3：固定資産資産減損損失▲906
Q4：構造改⾰費⽤▲6▲913▲6▲906--

デジタル
マニュファクチャリング

事業
Q1-Q3：拠点再編に伴う費⽤▲12
Q4：NCC社**固定資産減損損失▲6、

遊休地売却益+49
+30+43▲1▲5▲6その他

（含、全社費⽤等）

▲1,056▲130▲925+11▲11連結

2026年3⽉期 通期：セグメント別⼀時損益⼀覧

*  Avonix Imaging, Inc.社：2023年に買収。主な事業内容は、X線CT検査装置の開発、製造
**  株式会社ニコンクリエイツ（NCC)：主な事業内容は、次世代映像コンテンツの企画・撮影・制作



2027年3⽉期 通期⾒通し：財務ハイライト

27年3⽉期 ⾒通し26年3⽉期25年3⽉期24年3⽉期

単位：億円 通期下期上期通期下期上期通期通期
7,3203,9603,3606,7713,6423,1297,1527,172売上収益

110165▲55▲1,124▲1,076▲4824397営業利益
1.5%4.2%▲1.6%▲16.6%▲29.5%▲1.5%0.3%5.5%営業利益率

145185▲40▲1,065▲1,013▲5245426税引前利益
2.0%4.7%▲1.2%▲15.7%▲27.8%▲1.7%0.6%5.9%税引前利益率

100125▲25▲860▲9135361325当期利益*

1.4%3.2%▲0.7%▲12.7%▲25.1%1.7%0.9%4.5%当期利益率

-▲170▲217▲106FCF
1.7%▲14.1%0.9%5.0%ROE

30.36円▲261.57円17.86円94.03円EPS
20円40円50円50円年間配当

156円155円157円151円156円146円153円145円為替：USドル
181円180円183円175円182円168円164円157円ユーロ

*  親会社の所有者に帰属する当期利益
注: 予想EPSの前提となる発⾏済株式数：約329.4百万株



前年⽐27年3⽉期 ⾒通し26年3⽉期
単位：億円 通期下期上期通期下期上期通期下期上期

+549+318+2317,3203,9603,3606,7713,6423,129売上収益
+1,234+1,241▲7110165▲55▲1,124▲1,076▲48営業利益

+18.1P+33.7P▲0.1P1.5%4.2%▲1.6%▲16.6%▲29.5%▲1.5%営業利益率

+1,210+1,198+12145185▲40▲1,065▲1,013▲52税引前利益
+17.7P+32.5P+0.5P2.0%4.7%▲1.2%▲15.7%▲27.8%▲1.7%税引前利益率

+960+1,038▲78100125▲25▲860▲91353当期利益*
+14.1P+28.3P▲2.4P1.4%3.2%▲0.7%▲12.7%▲25.1%1.7%当期利益率

+15.8P1.7%▲14.1%ROE

+291.93円30.36円▲261.57円EPS

▲20円20円40円年間配当

+5円▲1円+11円156円155円157円151円156円146円為替：USドル

+6円▲2円+15円181円180円183円175円182円168円ユーロ

2027年3⽉期 通期⾒通し：財務ハイライト

*  親会社の所有者に帰属する当期利益
注: 予想EPSの前提となる発⾏済株式数：約329.4百万株



2027年3⽉期 通期⾒通し：セグメント別⾒通し
前年⽐27年3⽉期 ⾒通し26年3⽉期

単位：億円 通期下期上期通期下期上期通期下期上期
▲1+149▲1502,9001,6001,3002,9011,4511,450売上収益映像事業 ▲42+67▲109130854517218154営業利益

+208+16+1921,8809908901,672974698売上収益精機事業 +165+170▲51209525▲45▲7530営業利益
+161+83+781,2806905901,119607512売上収益ヘルスケア事業 +65+48+1780602015123営業利益
+119+79+40880490390761411350売上収益インダストリー事業 +50+49+11409050904149営業利益
+60▲12+7234017017028018298売上収益デジタル

マニュファクチャリング
事業 +1,022+958+64▲40▲15▲25▲1,062▲973▲89営業利益

+4+2+2402020361818売上収益その他 +6+11▲52030▲101419▲5営業利益
▲33▲63+30▲340▲180▲160▲307▲117▲190営業利益

全社費⽤等 +23+14+9▲155▲80▲75▲178▲94▲84内、成⻑投資関連費⽤
▲38▲42+4▲170▲85▲85▲132▲43▲89内、本社管理部⾨費⽤
▲18▲35+17▲15▲150320▲17内、セグメント間消去
+549+318+2317,3203,9603,3606,7713,6423,129売上収益連結 +1,234+1,241▲7110165▲55▲1,124▲1,076▲48営業利益

注: 26年3⽉期実績はセグメント変更による組み換え後の数値



2027年3⽉期 Q1：セグメント別四半期実績
27年3⽉期26年3⽉期

単位：億円 Q1Q4Q3Q2Q1
729610841650800売上収益

映像事業 81▲426043111営業利益
382626348360338売上収益

精機事業 ▲26▲51▲241218営業利益
277329278281231売上収益

ヘルスケア事業 1021▲921▲18営業利益
179244167199151売上収益

インダストリー事業 3029123316営業利益
63114684850売上収益デジタル

マニュファクチャ
リング事業 ▲21▲28▲945▲48▲41営業利益

999108売上収益
その他 329▲10▲3▲2営業利益

▲86▲46▲71▲94▲96 営業利益

全社費⽤等 ▲31▲52▲42▲43▲41内、成⻑投資関連費⽤

▲35▲2▲41▲49▲40内、本社管理部⾨費⽤

▲19713▲3▲14内、セグメント間消去

1,6411,9321,7101,5481,581売上収益
連結 ▲9▲88▲988▲37▲11営業利益

注: 26年3⽉期実績はセグメント変更による組み換え後の数値



2027年3⽉期 Q1：財政状態計算書

資産 負債・資本

現⾦・
現⾦同等物
売上債権
・その他の債権

棚卸資産

その他の⾦融
・流動資産

⾮流動資産

その他の負債

資本合計

有利⼦負債

前受⾦

注: 現⾦・現⾦同等物には3ヶ⽉超の定期預⾦残⾼を含めず表⽰
注: ⾃⼰資本⽐率＝親会社所有者帰属持分⽐率

4,902 5,075 4,285 4,454

236 286 
281 344

3,075 3,215 
3,328 3,382

1,254 1,159 
1,274 1,219

1,635 1,647 
1,580 1,570

11,105 11,384 
10,750 10,971

0

2,500

5,000

7,500

10,000

12,500

25/3 25/6 26/3 26/6

6,392 6,427 5,881 5,947

1,894 1,783 
1,796 1,857

2,136 2,353 
2,398 2,389

681 820 
673 776

11,105 11,384 
10,750 10,971

0

2,500

5,000

7,500

10,000

12,500

25/3 25/6 26/3 26/6

12,500億円 12,500億円

⾃⼰資本⽐率 57.4% 56.3% 54.6%           54.1%
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598

750

290
356
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23/3 24/3 25/3 26/3 27/3

設備投資 減価償却費

設備投資・減価償却費・棚卸資産

982 947 1,011 1,028 

1,167 1,289 1,274 1,251 

243 250 262 270 253 257 270 286 121 132 196 207307 338 
312 338 3,075 

3,215 3,328 3,382

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

3,500

25/3 25/6 26/3 26/6

設備投資・減価償却費 棚卸資産

映像

精機

ヘルスケア

その他

(⾒通し)

800億円 3,500億円

インダストリー
デジタルマニュファクチャリング

注: 「設備投資」 使⽤権資産を含む
注: 「減価償却費」 使⽤権資産、企業結合により取得した有形固定資産の減価償却費や無形資産の償却費を含む
注: 26年3⽉期実績はセグメント変更による組み換え後の数値



2027年3⽉期 Q1：売上収益内訳

27/3
44%

729

23%
382

17%
277

11%
179

4%
63 

1%
9インダストリー

26/3
51%
800

21%
338

15%
231

10%
151

3%
50 

1%
8 

27/3
15%

254

26%
422

16%
270

25%
409

17%
284

26/3
14%
219

26%
415

18%
284

26%
408

16%
254

精機

ヘルスケア

その他

映像

セグメント別内訳 地域別内訳

⽇本

⽶国

欧州

中国

その他

単位：億円単位：億円

注: 外円は「27年3⽉期 Q1売上収益1,641億円」の内訳、内円は「26年3⽉期 Q1売上収益1,581億円」の内訳を表⽰

デジタル
マニュファクチャリング

注: 26年3⽉期実績はセグメント変更による組み換え後の数値



27/3
⾒通し
33%

245

28%
205

12%
85

7% 50

9% 65

12%
85

インダストリー

2027年3⽉期 通期⾒通し：研究開発投資

26/3
32%
244

28%
216

10% 79

6% 47

10% 75

14%
108

研究開発投資

精機

ヘルスケア

デジタル
マニュファク
チャリング

共⽤部⾨等

映像

研究開発投資内訳
単位：億円

注: 「研究開発投資」 資産化された開発投資を含む

700 
765 

801 771 
735 

11.2%
10.7% 11.2% 11.4%

10.0%
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15.0%

20.0%
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23/3 24/3 25/3 26/3 27/3

研究開発投資 研究開発投資対
売上収益⽐率

900億円

(⾒通し)

注: 26年3⽉期実績はセグメント変更による組み換え後の数値



キャッシュフロー推移

注: FCF + 財務CF + 現⾦・現⾦同等物に係る換算差額 ＝ 現⾦・現預⾦同等物期末残⾼増減

▲562

499 549
397

24

▲1,124

49

313

0

307

482

▲44
180

▲3

▲1,121

▲414

▲699

▲126
▲49

▲261
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▲89

▲198

8

229 309

▲1,121

▲106 ▲217 ▲170

▲ 1,500

▲ 1,000

▲ 500
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1,000

営業利益 営業CF 投資CF 財務CF FCF

1,000億円
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映像事業 販売台数

製品カテゴリー別内訳
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2027年3⽉期 通期⾒通し：精機事業 販売台数
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注: 半導体露光装置台数の「i線等」には、i線を含む⾮微細化領域の露光装置（ミニステッパー）を含む
注: 半導体露光装置の新品の台数は、23年3⽉期は27台、24年3⽉期は31台、25年3⽉期は18台、 26年3⽉期は22台、 27年3⽉期は23台（予定）
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精機事業 販売台数

FPD露光装置世代別内訳
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精機事業 販売台数

半導体露光装置光源別内訳（中古含む）

注：半導体露光装置台数の「i線等」には、i線を含む⾮微細化領域の露光装置（ミニステッパー）を含む
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2027年3⽉期 通期⾒通し：為替の影響

1円の変動による影響額為替レート
営業利益
Q2〜Q4

売上収益
Q2〜Q4

27年3⽉期
Q2〜Q4前提

約3億円約18億円155円USドル

約2億円約5億円180円ユーロ

注:  上記は新興国通貨がUSドル、ユーロに連動することを想定



将来予想に関する記述
本資料で記述されている業績予想並びに将来予測は、現在における⼊⼿可能な情報
に基づき当社が判断した内容であり、潜在的リスクおよび不確実性が含まれます。

このため、今後様々な要因の変化によって、実際の業績は記述されている内容と⼤きく
異なる場合があることをご承知おきください




